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バネの目視点検結果
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大飯発電所２号機　６Ｃ高圧給水加熱器胴リリーフ弁の動作について 添付図３
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１、２号機/３、４号機補助蒸気連絡管
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（ステンレス鋼）

弁棒
（ステンレス鋼）

【給水加熱器リリーフ弁の仕様】
　吹出設定圧力：約３．２ＭＰａ
　通常運転圧力：約２．４ＭＰａ
　最高使用温度：２３５℃

蒸気の
流れ

約５８０ｍｍ

約１００ｍｍ

約７５ｍｍ

弁座
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６Ｃ高圧給水加熱器胴側より

バネ
材質：合金工具鋼
線径：約１６ｍｍ

対　策

・湯気が立ち上がらないように、補助蒸気連絡管ドレン管に仮設耐熱ホースを取り付け、排出先をドレンファンネル排出管の奥（約１．２ｍ先）に
変更した。
・次回定期検査時に、当該リリーフ弁バネが腐食しやすい湿潤環境の改善として、当該リリーフ弁排気管がつながる受皿（ドレンファンネル）に
接続されている補助蒸気連絡管ドレン配管の接続先を変更する。

バネ折損の推定原因
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５低圧給水加熱器
排気管 バネ表面が著しく腐食 腐食により折損

６C高圧給水加熱器
胴リリーフ弁排気管

湿潤な状態

湿分の回り込み
１、２号機および３、４号機
補助蒸気連絡管からのドレン

ドレントラップから湯気をともなう
ドレン水が受皿に常時流入
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